
学校番号 ３１７ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ４ 第３学年 

三省堂「My Way Ⅲ」 

いいずな店「Listening 15」 

いいずな書店「Mileage 

Reader」 

三省堂「チャンクで英単語」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

● これまで培った「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」「読むこと」という４技能の力を、定着し発

展させることを目標とします。したがって積極的に言語活動に参加する姿勢が要求されます。 

● 「読む力」については、教科書の精読と副教材の速読を並行して行うことにより要請していきます。

辞書を使うべき場面ではしっかり単語や熟語の意味、用法を調べましょう。 

● 「聞く力」「話す力」については、リスニングテストを通じて養成します。英語の発音に慣れて正し

い発音ができるよう練習を繰り返しましょう。 

● 「書く力」については、定期考査や日々の課題の中でライティングテストを実施します。表現の正

しさだけでなく、論理的な構成力も身につけられるよう、繰り返し練習しましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位）及び「アドバンスドイングリッシュ」

（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズム、イント

ネーション、速度、

清涼に注意しなが

らはなすことがで

きること 

・身近なトピック

に関して具体例を

示しながら意見を

述べることができ

る。 

・他者の発音を聞

き円滑に会話を進

めることができる 

・様々なトピック

に関してわずかな

時間の準備で１分

間程度のスピーチ

ができる 

英語 III 

グループ

活動、 

AE/英演 /

教英発 

・会話表現

の問題を

理解して

いるかど

うか 

・語句･表現･構造･

文法に注意して英文

を組み立てること 

・つなぎの語句を使

ってまとまりのある

文を書くこと 

・複数の段落で、序

論・本論・結論を意

識して、自分の意見

をわかりやすく書く

ことができる 

・様々なトピックに

関して、読んだり聞

いたりした内容の要

点を文章で書くこと

ができる 

 

英 III 

・定期テス

ト に ラ イ

テ ィ ン グ

を導入 

・学んだ文

法 事 項 を

使 っ て 自

由英作文 

AE/ 英 演 /

教英発 

・考査の整

序 問 題 で

確認 

・英検 2 級レベル

の概要を理解でき

ること 

・会話において、

場面や状況、相手

の表情などを踏ま

え、話しの意図を

把握することが出

来ること 

・自然な速さで標

準的発音のテレビ

番組や映画の母語

話者どうしの会話

の要点、身近なト

ピックについての

短いニュースの要

点を理解できる 

英 III 

・授業内で

リ ス ニ ン

グ テ ス ト

を実施 

 

・英文構造を理

解、語句や表

現、文法事項等

の知識を使い

英文を理解す

ること 

・評論、エッセ

イ、英字新聞の

筆者の意図や

目的を理解す

ることができ

る 

・まとまりのあ

る英文を後戻

りすることな

く一定時間内

に読み、全体の

要旨を理解す

ることができ

英 III 

・定期考査

で教科書

の内容を

理解でき

ているか

どうか確

認 

AE/英演 /

教英発 

・文の構造

を意識で

きている

かどうか

定期考査

で確認 



る 

・内容に応じて

読む速度や読

み方を変える

ことができる 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち(日々の授業やスピー

チ)、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ○ 

( ○時間) 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

    

「外国語理解の能力」 

    

「言語や文化についての知識・理解」 

    

Lesson ○ 

( ○時間) 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

    

「外国語理解の能力」 

    

「言語や文化についての知識・理解」 

    

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

 

 

SKILL1～ 5 

Chapter 1 

(13 時間) 

長文の読み
方 
柔道の創始
者、嘉納治
五郎が開い
たオリンピ
ック開催へ
の道。現在
の世界スポ
ーツとして
の柔道につ
いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きなが

ら、意見を述べたり、

円滑に会話を進めるこ

とができる 

ペアワークやグループワ

ークといった他人と協力

して行う学習活動 

質疑応答に積極的に参加

させる 

 

他者の発言を聞きな

がら、意見を述べた

り、円滑に会話を進

めることができる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に

注意しながら話すこ

とができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文につ

いて、歴史や文化につ
いて、読んだことを
理解する。 

文構造について考え内

容をしっかりと取れる

ような授業展開。英問英

答に取り組ませる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 

 

 

 

SKILL 6 

Chapter 2 

(5 時間) 

 

 

長文の中で
の例示、新
情報の追加 
 
2006 年ノー
ベル賞を受
賞したムハ
マド・ユヌ
スが提案し
た、小規模
だけれど確
実な自立支
援 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きな
がら、意見を述べた
り、円滑に会話を進
めることができる 

ペアワークやグルー
プワークといった他
人と協力して行う学
習活動 

質疑応答に積極的に
参加させる 

他者の発言を聞き
ながら、意見を述
べたり、円滑に会
話を進めることが
できる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文に
ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解する。 

文構造について考え
内容をしっかりと取
れるような授業展開。
英問英答に取り組ま
せる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

SKILL 7 

Chapter３ 

(5 時間) 

 

 

言い換え、
要約・結論 
 
モナリザが
何 故 特 別
で、多くの
人々を引き
付 け る の
か。そのき
っかけとな
ったヨーロ
ッパじゅう
を騒がせた
事件。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きなが

ら、意見を述べたり、

円滑に会話を進めるこ

とができる 

ペアワークやグループワ

ークといった他人と協力

して行う学習活動 

質疑応答に積極的に参加

させる 

 

他者の発言を聞きな

がら、意見を述べた

り、円滑に会話を進

めることができる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に

注意しながら話すこ

とができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文につ

いて、歴史や文化につ
いて、読んだことを
理解する。 

文構造について考え内

容をしっかりと取れる

ような授業展開。英問英

答に取り組ませる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 

 

SKILL 8 

Chapter 4 

(5 時間) 

 

 

 

 

原因・理由
と結果 
 
地球上の水
の使い方に
ついて。人
類が使える
水はたった
0.008%しか
ないのか。
世界の国々
の協力が必
要である。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きな
がら、意見を述べた
り、円滑に会話を進
めることができる 

ペアワークやグルー
プワークといった他
人と協力して行う学
習活動 

質疑応答に積極的に
参加させる 

他者の発言を聞き
ながら、意見を述
べたり、円滑に会
話を進めることが
できる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文に
ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解する。 

文構造について考え
内容をしっかりと取
れるような授業展開。
英問英答に取り組ま
せる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

SKILL 9 

Chapter 5 

(5 時間) 

 

 

逆説・対比 
 
マシュマロ
を使った心
理テストを
通じて、自
身の欲求を
コントロー
ルすること
とは何かを
考える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きなが

ら、意見を述べたり、

円滑に会話を進めるこ

とができる 

ペアワークやグループワ

ークといった他人と協力

して行う学習活動 

質疑応答に積極的に参加

させる 

 

他者の発言を聞きな

がら、意見を述べた

り、円滑に会話を進

めることができる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に

注意しながら話すこ

とができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文につ

いて、歴史や文化につ
いて、読んだことを
理解する。 

文構造について考え内

容をしっかりと取れる

ような授業展開。英問英

答に取り組ませる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 

SKILL 10 

Chapter 6 

(6 時間) 

 

 

ス キ ミ ン
グ・スキャ
ニング 
 
生命に溢れ
る地球の置
かれた奇跡
的な環境と
は何か。金
星や火星と
比較して考
える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きな
がら、意見を述べた
り、円滑に会話を進
めることができる 

ペアワークやグルー
プワークといった他
人と協力して行う学
習活動 

質疑応答に積極的に
参加させる 

他者の発言を聞き
ながら、意見を述
べたり、円滑に会
話を進めることが
できる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文に
ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解する。 

文構造について考え
内容をしっかりと取
れるような授業展開。
英問英答に取り組ま
せる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Specialized 

Reading 1 

Chapter 7 

(5 時間) 

図やグラフ
を含む英文 
 
世界の人口
増加につい
て、グラフ
から読み取
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きなが

ら、意見を述べたり、

円滑に会話を進めるこ

とができる 

ペアワークやグループワ

ークといった他人と協力

して行う学習活動 

質疑応答に積極的に参加

させる 

 

他者の発言を聞きな

がら、意見を述べた

り、円滑に会話を進

めることができる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文につ

いて、歴史や文化につ
いて、読んだことを
理解する。 

文構造について考え内

容をしっかりと取れる

ような授業展開。英問英

答に取り組ませる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 

Specialized 

Reading 2 

Chapter 8 

(5 時間) 

小説を読む 
 
落書きをし
たので叱ら
れると思っ
ていた息子
に、父親は
昔の自分の
行動につい
て語る。父
親の伝えた
いメッセー
ジは何か。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きな
がら、意見を述べた
り、円滑に会話を進
めることができる 

ペアワークやグルー
プワークといった他
人と協力して行う学
習活動 

質疑応答に積極的に
参加させる 

他者の発言を聞き
ながら、意見を述
べたり、円滑に会
話を進めることが
できる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文に
ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解する。 

文構造について考え
内容をしっかりと取
れるような授業展開。
英問英答に取り組ま
せる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Specialized 

Reading 3 

Chapter 9 

(6 時間) 

 

ディスカッ
ション・ 
ディベート 
 
恐竜の絶滅
理由をそれ
ぞれが述べ
る。 
互いの意見
を聞き、自
分の意見も 
述べる 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きなが

ら、意見を述べたり、

円滑に会話を進めるこ

とができる 

ペアワークやグループワ

ークといった他人と協力

して行う学習活動 

質疑応答に積極的に参加

させる 

 

他者の発言を聞きな

がら、意見を述べた

り、円滑に会話を進

めることができる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文につ

いて、歴史や文化につ
いて、読んだことを
理解する。 

文構造について考え内

容をしっかりと取れる

ような授業展開。英問英

答に取り組ませる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 

Chapter 10 

(6 時間) 

 

東京スカイ
ツリーにつ
いて。実際
の高さや明
かりに込め
られたメッ
セージ。 
江 戸 の 文
化、地元の
特色、現代
の技術の融
合 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

他者の発言を聞きな
がら、意見を述べた
り、円滑に会話を進
めることができる 

ペアワークやグルー
プワークといった他
人と協力して行う学
習活動 

質疑応答に積極的に
参加させる 

他者の発言を聞き
ながら、意見を述
べたり、円滑に会
話を進めることが
できる 

授業への集中度合、言

語活動への積極性を

観察する 

課題を提出させ、内

容を取組状況の判断

材料として活用 

「外国語表現の能力」 

文章の内容を口頭で要

約する 

リズム、イントネーシ

ョン、速度、声量に注

意しながら話す 

セクションごとの内容を

口頭で要約させる 

さまざまな音読 

本文の内容について調

べ、プレゼンテーション

する 

文章の内容を口頭で

要約できる 

リズム、イントネー

ション、速度、声量

に注意しながら話す

ことができる 

言語活動を観察する。 

課題を提出させ、そ

の内容を判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

授業で読んだ英文に
ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解する。 

文構造について考え
内容をしっかりと取
れるような授業展開。
英問英答に取り組ま
せる。 

授業で読んだ英文に

ついて、歴史や文化
について、読んだこ
とを理解すること
ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

主語と述語動詞、フレ

ーズ・リーディング、

代名詞、未知語の推測、

パラグラフ構成、ディ

スコースマーカー（列

挙・例示）使用の理解 

本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る 

主語と述語動詞、フ

レーズ・リーディン

グ、代名詞、未知語

の推測、パラグラフ

構成、ディスコース

マーカーの理解 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついているか判断す

る 


